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埋蔵文化財調査セ ンターの現状

1970年代の大観閣は先制醐l'1'I'車の巡闘にとも低い o

ft側副ヂE創!輔の且はおしと先制でえたおびただしい坦

物や『己帥を保管する施設の1Il設がお務となった。文化

/j"ま乙うした事態iζ対応するため 197.勾にはって奈

且同立文化財研究所ICJ!Il.li:il文化財センタ を剖担する

とともに，地)jにお砂る峻厳文化財調査センタ (以

F調布センターと略する〉の旭世を促進するための同

院州市助金の制阻を晶りた.

つまり.地Hにおいて肥大化しつつある行政的発雛

調夜組惜の必地と収厳耐をつくる ζとを意図したので

ある.乙の1e!!!のJfIまえはそれ以前からもあり.各地

の主UlIζ応じた剖行会はり凶告がつくられていたが.

Jl伐センターの1Il晶が軌i.{Hζのる70年代後半では大多

散が羽子tセンタ ーの名体を冠するよつにはった。

80'1一代tζ姐設が子出されている調布センタ も少fよ

くはく。地方におりる発鮒制作組織の主流になってい

くζとは明らかである吟乙のよう伝状況から調査セン

タ 陀叫する世間や.1l1Lがょせられるように芯り 調

布センタ ーに叫するアンケー卜剖売を行ヲ乙とにLた。

今[~lは醐脊センターおよびl/j似の22団体をとりあげ

198011: 2 JJ段階の醐貧困容をえた。 2• 3の団体につ

いては訪問して7!情をお教え闘ったが 大半は文世上

の凹容におわ勺た.多忙は時簡に田容を寄せられた調

査センター また多〈のデータを教示された文化庁記

念物課にお礼を巾Lあげる.
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名称と所在地

1 財団注入北海道痩麓文化財センター 〈設立1979年9月1日〉

目 TEL 011 (日け飢)67

2 財団法人活手県埋厳文化財センター (設立 1 977~f.4月1H) 

TEL 0196 (35) 6622 

】内は以下で使用する略称

札観r!jrt央区南15条西I7T

臼止梅週}

盛岡市向中野宇向中野39-

[岩手]

3 財団法人繍島県文化センター温跡鋼牽録 (並立1970句9fJI日 調沓耳新設1977年4月1

~ ) 偏向市枠日園r5 -54 TEL 0245目的2733 偏向]

4 財団法人茨緩県教育財団本部掴査線 〈設立1972il'4)J1 1:1) 水い市市岡r31日457
水戸セントラルビル6陪 TEL 0292 (25)6599 荻域]

5 財団法人鮮縄県慢蔵文化財鋼査事集団 (控立1978旬7Jl15口) 努多flIIJt偏村下街旧市4

-2 TEし 0272(33)6316 ( f.UI~ ) 

6 財団法人予葉県文化財センター 〈位立1974勾11fJ 1 IJ) 千i恥li車保 1-3 -13 

TEL 0472【2日制78 千草}

? 富山県埋麓文化財センタ 〔設立1977勾 IfJ4!J) 日山市茶屋町田6需34j

TEL 0764 (34) 2814 Ci:iiJJl 

8 石川県獲蔵宜化財センタ 【設立1979年4f!lll) 金沢市米泉4丁十1133器地

TEL 0762 (43) 7692 (石川]

9 財団法人滋賀県文化財保腹也会 (並立1970年 4IJ 8日) 大地市京町 ，Tld I帯 lq

TEL 0775 (24) 1121 (内臓646) 滋白]

10 財団法人大阪文化財センター (股立1972年11月27日) 大阪市城東区紺生2丁目 10帯28.¥.}

大阪府減m庁舎内 TEL 06抑制)師51 大臣附)

11 議良県立慢原考古学研ヲ電所個牽慢 〈設立1951'11:5月11日 醐査課新世1肝4年 3月30日}

盛岡市畝傍町 1番地 TEL 07442 (的 1101 奈民]

12 社団法人和敬山県主化財研究会 〈睦立1田9年9月1日)

地 和歌山県教育聾且会文化財盟内

2-

拘歌山市小松原通り 1丁目!罫

[制歌山]



13 財団注入鳥取県教育文化財団纏蔵文化財発磁調査事象 (股立1973年3月26日

2月24臼) 鳥取市扇町211昨地 TEL 0857 (27) 5252 

改組1977年

L山取〕

14 財団注入広島県埋蔵文化財調査センタ 〈役立1978.iド6月1日) 広品市睦町s書14.t}
TEL団22(46) 1271 (広品}

15 財団浪人量鰻県埋磁文化財センター 〈佐立1977fl::6月9日) 紛山rli姻之内10番地

TEL 0曲9(4])団& (量媛]

16 銅崎市埋蔵文化財拠査センター 〈設立1977旬IOJlI口) 釧路 rlì~予期台 1 - 7

TEL 0154 (43) 07却 [釧路]

17 財団法人いわき市教育文化穆集団 〈並立1978年4JJ1日) 福品県いわきr/i平字堂桜町 1

帯地の4 TEL 0246 (22) 5431 れ、わき]

18 財団途人家鶴市埋蔵文化財研究所 〈設立 [ 9761 1~ 11fJ J日〉 京郷市 lニ京区今山川過大g*
人元伊佐町265帯地の TEし 075(415)0521 京郎]

19 財団法人大阪市文化財飽会 (設立1979年7月1LI) 大阪市'"区怯問販 IT IH 番48{:，~

TEL 06(941)48詞 [大阪市]

20 高級市立哩秘文化財調査センター 〈設立1975年10月8日) 大阪府向働市間平台51目49

-6 TEL 0726目的7日2 向槻]

21 財団迭人枚方市文化財研究踊蛮会 〈設立1978年11月1日〉 大阪府枚方市内田北町2ffI 

25-2 紋方iIi世所iI!田支所内 TE L 0720 (58) 2.白2 (枚方]

n 財団塗人北九州市教育文化事集団寝蔵文化財調査室 〈世立1976年4月1日 調査室新世
1978年7月 !日) 福岡県北九州市戸畑区干肪 1丁目 1-49 戸畑市民会館内

TEL回3(凪])2535 日ヒ九州]

財団法人 ・社団法人を冠していはいものは瓜や市の也営するととろである。大半は尭倒調子6

を専業とする.しかL たとえば距械のように中央官年の家 ・盟聾活動セ ンター ・歴史館など

の青少年数育B値段とともに統陪されている場合もある.国資センターには版刷とLて博物館の

機能をそなえはいが，家良 ・京俸のようK全体と Lては研究所の体制をとり その伝かに博物

館を併世している場合もある.はお.滋自では1曲0年度κ新しい調査セ ンタ がつくられ 協
会はそれに統合されるととに伝 っている。
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「調査盟良一主任専門調査目(5) 専門調子t白(11 ) 筏飾(6) 
所長ー|
」総務E農民一庶務係長一主事(2)ー臨時駐日(4)ー世陪f!(1) 

定W5人 {専任35人内調査日白人)

3 福島 文化センター陛史町料館 ;n跡調査盟民開直11(13)

定U14人(専任14人内閣l'1fl14人)

4. 1.l更減
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理百.

民醐四
(9) 
( 6 ) 却3

定自白人〈専任21λ 絞旺3人内調査貝16人)

「庶務理(6 ) 

理。11M 副盟事長ー常務理事 ト官型車(8)

ト研究部

」調査部品部長補佐一舵民(6)一市 1J置-lI¥6
嵯(52)

:..tf!74人〈必任74人 内調査fl60人)

7 富山 所品ー所民代田主任文化財保護主司H13)

定fl14人(専任11人 兼任3人.内開i'ill13人)

8 石川 一 「庶務係長一主UH1 )・技師(1 )・臨時駿LH1 ) 
所員ー次長一l

L 調査研究係(8ト相談曽且係(2 ) 保存伎術係(2 ) 

定1118̂ (碍旺16人 兼任 2人。内調査員12A)

9 滋賀 理事民常任J!I!~JÎ 一事務局長一主事(2) ・ 技師(2 ) 暢匠関西目(10)

定Ll6^ (専任6人内調査員2人) 非常勤11A(国賓LU.臨時3人

-4 
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所長 副所員 「研究部 ・総務課(8ト 調布よ製品ー筏削(]o)ー嘱託(<)

1 附民~I!Î陣物館( 6 ) 

定口11人〈調1・t;，!のみ.専任llA 内調1・HJ.11人〉
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13 鳥 B 理事民常務~P. 'Ji !唱厳文化財発御調ずt'll;!¥ 却代Jl(9) 

定119λ(琵鋪醐i・t'JI車のみ 専任 7λ.緑町 ZA 内摺告白9人)

M 広島 「輯務課長一ニtdH1 ) 
思事長ー常務PI!'H-'H務町長一事務局次品 | 

」剖俗研究課長調布研究n(]9)

定rlZ4人 (噂119人，j転任15人，内調古nzo人〉

15 量 鰻 ffl!lJi員一常務国'11ー出納Jl(1 )・調白日(Z ) 

定且5人{専任 3̂ . )転任2λ 内調資臼 ZA) 

16 釧 路 所長一次長一.<II(4 ) 

定且10λ (J.IJ任2λ，j兼任8人。内調査J19人)，嘱庇 1人。臨時 l人 ('11務処即
は情物館でお ζはう]
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戸総務課長一部n<2) 

'9 大阪市 田市長一常務理mト企画盟長〈不在〉 部民代田(. )ー主任(. ) 
」醐l'f盟円〉

定員.3人〈専任.3人.内調査員9 )̂，調l'f助手3̂ .掴盗繍助目A2人パート10人

20 高 調 高槻市社会教育現品一市立層厳文化財閥査センタ 所長 m務吏目(. )・桂術革

2.枚方

22 北九州

n:L1 6λ(~I/.任 6 人 )

重~'ll(2) 
r庶務係(2)

痩市民事務局員一1
」研究開盗部員一調査係(2 ) 

Ji:[l8人(専旺5^ 兼任3入 内閣l'f1l3人〉非常動3人

日付 〉

「埋雌文化財調査室長-UI聾係(. ) 調査係良一
l 調査JH.3)

鯉市員一専務製~]'-ijl務局長寸ト庶務課長

い-J!:m.l製品

」文化会館 ・市民センタ一

定日.6人(調布輩出係のみ.専任.6λ.内調査J1.5人)

調夜センターの縦l躍はおおむね事務系列と桂術系列とにわかれている.ただL.教育財団や

研究所伝どの上郎制緩に属する場合には.全体田m務系列に総括されている.調査部員あるい
は調査車品のもとに調査nが偏するのであるが 係 .ijlえなどに編成されている場合とそうでは
い場合がある.それは各調査センターの規槙や年令構成のちがいに起潤している。しかし 制

主に障しではA1:liHlはりE裂を仰耐して事態に対応しているのが実情である.醐l'i口の編成はあ

くまでも発脳剖?を体制を主体においており，近物事!p.型はどもその編成に揃じて行われている.

新しい傾向としては 泡物盤国や保存処理 ・百科室を独立させる計画をもっ調査センタ も少

はくはL、.
人nの櫛成弘一線でむく 。各地方の彼雑江状泌を反映Lている。財団法人の組踊をとる場合b
j転任の多くは叫の技師あるいは数日が派遣され 醐荘セ Y ターの専任者とともに調査を行うと

と l(f，iる . 派遣された教且~，j-般に 3 年程度で教喰等ICijl帰し . また衡人と克代するので技

術水撤回維持iζ刷鱒をきたすζとにはる. 方 専任の給料は原"'1として阿国者白担等でえた

'11車問のうちから玄蛤されているか，派遣喰日の場合には全曲あるいは何パーセントかが叫は

いしは市から支給されている.

定白のほかに非常勤などの人nをかかえているが，かれりは主として発銅調査の補助且であ
る.発倒作揖且や温物盤恩作車nの閏月1は郁車問から支弁されるため 今回の閤査では偲録さ
れていはい.一絡の地方では趨物銀理作車白が，造物修理 ・実測図作成はど白分野.c#加L.
半ば非常勧化する傾向にある. ζのょっ信事態iζ対処するため 石川では任愈団体の石川県埋

蔵文化財保護協会比一倍重任する方置がとられている. ζ白方法については賛否両省があろt
割引では益々普及していく傾向だが。専門家の適切な指導を必聾とする。
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車 務 の 内 出..  

請書 書理 務属 議事出版需 行政 駐日民主再若者揮盟 総理
北梅酒 • • 22，7fr 13 

2 岩手 • • 59.158 26 

3 何日 品 • • 6.608 59 

4 t~ AI~ • • • 23.000 8 

5 茨城 • • 50.283 25 

6 千誕 • • • 225.000 53 

7 i:i 1.1 I • • • • 20.452 83 8 石川 • • • • • 13.852 34 9 I伎町 • • • • 26.410 25 

10 A阪府 • • • • 99.993 10 

11 奈良 • • 17.190 58 9 

12 和歌山 • • 9.427 9 

13μ 1)( • • • • 15.745 2 

14広島 • • 3.195 8 

15量級 • • 5.179 2 

16釧路 • • • 753 4 

17 いわき • • • 11.290 4 2 

18 j;t ts • • • 53.000 50 22 

19 大臣rli • • • 9.798 20 50 

20 高 槻 • • • • • • 2.980 39 7 

21 枚方 • • • • 5.000 14 

22 北九州 • • • 16，085 13 

調査センター車務の主体が埋厳文化財の発術調査と透明鐙盟であるととはいうまでもはも、。

それらの作業は鰻告型?の作成をもって終結するわけである.現状では尭鍬調査にともすればか

たより，遺物整理について由対応が週れているが，いくつかの調査センターでは意欲的iζi/I物

の科学的な保存処聞をすすめている.いまのと乙ろ発描調世紀蹄や遺物Cとの醐査le踊.ある

いは間連町制を適切に艶理Lているととろは少ないが，一部田醐笠センターでは首相室を控目

して押米にそはえている.

定期的は講座あるいは遺跡見学会を組織し 文化財の普及啓温度に班点をお〈調査センターも

少くない.また.銀告轡などを舗布する級能をもそはえている0>iJ'山 ・石川 ・高槻では母属文化

財行政をも調査セYターにとりとんでいる点が注目されている.
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剖fiセンターのJ'車問は 1:として尭制調脊およびそれにともなっilI物J¥l即にかかわる世間と

みてよい. 乙のlJI車問と倒l;{j附~;~-Fの発掘11総甜とを比較する乙とによって。地方における調

布センターの桂川lりを推測する乙とができょう。ただL いまのところ剛和54年度の完備世間

がm約されてい"いので 町柏田年度実聞によらざるをえ俗い(r坦!厳文化財二三 スJ2J). 
削節について比伎でき低いが.);:'~j的 '.111努をみる ζ とは可能である.たとえば. 叫下の毘縮

問総制iζ近いかそれを ζす !~J1Jを調査センターが保持する場合には. 県下の発錨調査を調査セ

Y ターがー干にi;l~げている ζ とを意味する。そうでない場合には 府県の文化際あるいは市

町村の文化採はとともに尭倒調査を分担している ζとをしめす.

今回調Tをした22団体が属する郎週府県の発鋸担当者輯数の平均約42%が 調査センタ ー人口

でしめりれている.奈良県では比鮫的早くかり県文化財保存聾と緬艇身古学研究所調査盟とで

行政と発銅調i'fを分幽する組l輯が定時しているが.近年ζの傾向はー婦活発にはり.叫文化器

伝どの発縦魁当者~醐脊センタ lζ集中していくケースが多くはヲている.

-8  



調査基地由連 股

新営既"纏綬 総工事四 国雌補助金 般地禰儲 経床蘭前 備 J号

北梅迫
千円 干円

72S.r 329d 1 • 茨敏郎 • 2.340 2.980.0 375.7 

千括県 • 666.6 792.0 

r.~ ~I 県 • 165.000 65‘000 7，689.0 1，490.0 

石川叫 • 197，310 65，000 1.982.0 鵠股商品業
酬町市 • 165ρ00 65.000 4，000.0 973.4 

いわきili • 382.8 

h(伺i市 • 159咽668 65.000 1.664 2，053.9 研日先6所09新4符下総円工四

高槻 di • 196咽902 65.000 3.319 2.303 

[担it新1~NIおよび~ t 匝Îlþ醐査センタ ー ]

千円 。千。円 "' d 
滋白瓜 • 278，400 65，0 4，100 1，990 

el m ~;~ • 336，000 65.000 6，798 2.130 

1'1 ti.叫 • 267，321 65.000 2.983 1.833 

今lf手叫 • 345.541 65.000 4.016 2.066 

守山市 • 189.581 65.000 5，486 1.321 

L1J n M • 314.122 65，000 2，799 1，943 

依川県 • 318.037 65.000 5.000 1.500 

神t，0I 1~;~ • 593.000 65.000 1.350 3.000 

嗣Jt叫 • 270.578 65咽000 7.262 1.850 警官品T25a跡
田岡市 • 850咽170 65.000 4.000 2.000 

すべての剖椛センターが恒久的な醐在室や収蔵版をもっているわけではなし」既存の設備を

転問したり . 博物館はどのー怖を利IIJする例も少くない。 たとえば六匝府では~J ~務 普及等の

側l川が都心部の附庁舎の一部を1m借りし.主力目提務部門は2カ所の発縦割班割場にもうげら

れた匝設他物にいる。近勾ーにはって新設された調査センタ の多くは 由服補助金の「熔時文

化財の醐ぞf&ぴiJJ土品.自料等の整理.研究，収議等を行うために必聖位指睦」を前世iζ辿設

されている.乙の繍幼金は佑坦府県又はiliを対象にし，補助対象桂町 の2分の l以内の定相

(銭高65.000千円を剛直とする)でお乙伝われる色白で.いままでに他世された施睦では柑助

輔のほぼ2/;告が総工世IctJっている(r埠正文化財調査センター処世間図版柵助聾唖」昭和制
年5舟!日文化庁長官餓定λ

盟物の総床面償は 1曲0"'以上を前提iとLているが.大体2，0叩 nlfrij後におさまっている.

岱物の郎量刑りは官理館門，研究 ・整理部門 収蔵部門κ大別される.研究 ・鐙理郵門の郷屋

割りは各地の史態によってζとはるが.一般的iζは水証 後合 ・修理 ・災訓 ー写真鍋彫はどの

篠理工程にしたがう例が多い.
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高縄市立湿蔵文化財閥査センタ-
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埋麓文化財セ ンターが移転します

聞拘155年4月26日から 下紀のとおり新庁舎に統合移転する乙とにはりましたので，;;しり

せします。なお，従米の平域沼跡町料館はそ白まま符院し 舟偏聞係 ー写真聞係 ー保存科学出

係の部fHJが残留します。

φ 

新所在地 干630奈良市二条町2丁目 9-)
.路番号 0742(34) 3931 (代表夜間)

(34) 3936 (平城宮跡発鋸鯛査部夜間)

i34}捌(埋蔵文化財センター夜間}
34) 4406 (埋蔵女化財センター研修練}

付近案内図
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建i重柑噸究室 歴史研究室
埋蔵文化財センター

平線宮蹄発掘調査郁

庶脚 J 
) 

埋蔵文化財センタ

平械宮跡発掘調査郁

図笹資料室
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